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要 約

非吸収糸を編んで作製したメッシュを用いて、ホルスタイン種子牛３頭の観血的ヘルニア整復術を行った。

その結果、術後１カ月を経過しても腹部にヘルニアの再発はなく、順調な発育がみられた。子牛のヘルニア整

復に用いる市販メッシュとそれをヘルニア輪周囲の組織に固定する縫合糸は材質が異なるため、張力のかかり

方によっては切断し、再発する恐れがある。今回のメッシュの材料は通常の手術用ナイロン糸であり、術前に

ヘルニア輪の大きさに合わせて手作りすることができ、またあらかじめ残しておいた余り糸を網目に絡めなが

ら縫合するので、素材に強弱がない。また、今回作製したヘルニア用メッシュの網の目一つ一つの玉止めは、

腹圧がかかると縮まり、それ自体にハンモック様の作用があり、伸長によって張力を分散させる。したがって、

子牛のヘルニア輪が大きく、閉鎖縫合しても再発が懸念されるような症例には、非吸収糸製メッシュを用いる

整復術が有効である。
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子牛の臍ヘルニア整復術には腹帯状テーピングテー

プ［３、６］やヘルニアネットで患部を外側から圧迫固定する

非観血的な方法と、ヘルニア輪の閉鎖縫合やメッシュを

用いて閉鎖縫合する観血的な方法がある［２、８］。しかしな

がら、罹患子牛には非観血的な処置では治癒しない症例

があり、また著しく大きいヘルニア輪、月齢の経過、強

い腹圧などのため整復が困難、あるいは閉鎖縫合手術を

試みても再発する症例が少なくない。

そこで今回、非吸収糸を編んで製作したメッシュを用

いて、観血的整復術を行ったところ、再発例も整復する

ことができたので、その概要を報告する。

材料と方法

１．供試牛

３～６カ月齢のホルスタイン種牛３頭で、そのうちの

２頭は観血的整復術歴のある臍ヘルニア再発症例、他の

１頭は腹壁ヘルニア症例である。

２．供試糸

従前からの吸収糸製は術後、術部が癒着する前に融解

することが懸念された。そこで、今回は非吸収糸（Su-

prylon metric７，USP５，Vomel, Germany）を用いて、

道竹の方法に準じ、網の目状メッシュを作製した。

３．作製方法

最初に７０～８０�のサプライロンを２本用意し、玉止め

を作る要領で結ぶ。同じように結んだ糸はヘルニア輪の

大きさを考慮し、３～５組ほど用意する。つぎに、結ん

だ３～５組の糸を並べ、隣り合った２本で同じように玉

止めを作る。一番はじに来る２本は、結ばずに残してお

く。一段編んだら、また隣り合った２本を結ぶ。ここで、

最初に残しておいた１本と２組目の１本で作った玉結び

からの１本とを結ぶ（図１）。すでに結んだ玉止めと間

はあけずに、ぎゅっと詰まった状態で次の段を編む。こ

れを繰り返し、ヘルニア輪の長径より１�ほど小さい程

度のメッシュを編む。編み終えた糸（余り糸）は長いほ
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ど縫合を容易にする（図２）。

結 果

ここでは、３症例のうちの腹壁ヘルニア縫合術の１例

を紹介する。

６カ月齢の子牛の臍帯の尾側には直径１５�ほどの腹壁

ヘルニアがあった。内容物に可動性があるヘルニアを押

圧すると容易に腹腔へ還納した（図３）。

全身麻酔を行った子牛は仰臥位保定された。ついで、

術野を剃毛、消毒したのち、ヘルニア周囲の皮膚を剥皮

し、ヘルニア嚢を腹腔に反転させた。滅菌済み自家作製

メッシュは４本の外側の余り糸を残し、他の糸を頭側お

よび尾側のヘルニア輪の内側から縫合した（図４）。余

り糸は放射状に外側に出して縫合すると、腹壁にしっか

りと固定される（図５、図６）。

つぎに、余り糸４本のうちの２本の糸を使用し、腹壁

とメッシュの網目の一つを絡めながら連続縫合する（図

７、図８）。片側が終えたら、他側も２本の糸を使用し

腹壁の内側から糸を通し、メッシュの網目に絡めながら、

図１ 非吸収糸サプロラインによるメッシュの作り方 図３ 腹壁ヘルニアの子牛
隣り合った２本の糸を結び、これを繰り返す
玉止めの間隔は空けず緊縛状態にする
（この写真ではわかりやすいように間隔を広くとっている）

ホルスタイン種 ６カ月齢 雌
ヘルニア輪の長径はおよそ１５�

図４ 余り糸による頭側と尾側の腹壁縫合模式図
余り糸でメッシュと頭側および尾側の腹壁を放射状に縫合する
メッシュの端の余り糸４本は残しておく

図２ 非吸収糸サプロラインで作ったメッシュ
メッシュはヘルニア輪の長径より１�ほど小さく編む
編み終えた糸（余り糸）は長いほど縫合を容易にする

図５ 余り糸による頭側と尾側の腹壁縫合
ヘルニア嚢を反転させ腹腔に還納したのちメッシュを縫合固
定する

８ （８０）

北 獣 会 誌 ５６（２０１２）



同じように連続縫合する（図９）。４本を縫い終えたの

ち、メッシュの網目の広がりを確認し、皮膚を皮内縫合

する。

子牛の術後１カ月の下腹部にヘルニアの再発はなく、

順調な発育がみられた（図１０）。

臍ヘルニアの観血的整復術歴がある再発例の２頭も、

本法が効を奏し、順調に発育している。

考 察

子牛の先天異常である臍ヘルニア［４］、腹壁ヘルニア

などは発症すると腸管の内容物通過障害をもたらす。ま

た、発育が遅延することもあり、販売価格に影響する。

子牛の臍ヘルニア整復術には患部の圧迫固定［７］や観

血手術がある［１］。しかしながら、ヘルニア輪が大きな

場合、非観血的な処置では治癒しない症例が多く、また

閉鎖縫合手術を試みても再発することが少なくない。

通常、子牛の臍ヘルニアや腹壁ヘルニアなどの観血的

整復術には市販のメッシュが使われる［５］。しかしなが

ら、メッシュとそれをヘルニア輪周囲の組織に固定する

縫合糸は材質が異なるため、張力のかかり方によって弱

い方が切断する恐れがある。

今回の自家作製メッシュの材料には通常の手術用非吸

図９ メッシュの縫合が終わったところ図６ 頭側と尾側の縫合が終わったところ
網の目の広がりを確認したのち、皮膚の縫合を行う縫合糸の４本は余り糸として残しておく

図７ 余り糸によるメッシュと左右腹壁の縫合模式図
残しておいた４本の糸を網目に絡めながら腹壁に縫合する 図１０ 同牛の術後１カ月の下腹部

図８ 余り糸によるメッシュと左右腹壁の縫合
メッシュ片側の網目に余り糸を絡めながら腹壁に縫合する
他側も同じように糸を絡めながら縫合する
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収ナイロン糸を使用した。メッシュを編み終えた糸はあ

らかじめ長く残してある。その余り糸を網目に絡めなが

ら縫合しているので、高価な市販のヘルニア整復用メッ

シュのような縫合糸との強弱がない。また、術前にヘル

ニア輪を計測し、その大きさに合わせたメッシュを作る

ことができる。

今回、作製したヘルニア用メッシュの網の目一つ一つ

の玉止めは、腹圧がかかると縮まり、それ自体がハンモッ

クのような役目を果たし、伸びることで張力を分散させ

るので断裂しないと考えられる。そこで、子牛の先天異

常である臍ヘルニアの再発２症例と腹壁ヘルニアの１症

例に非吸収糸を編んで製作したメッシュを用いて観血的

ヘルニア整復術を行ったところ、術後１カ月以上経過し

ても再発はなく、順調な発育がみられた。

以上のことから、子牛のヘルニア輪が大きく、閉鎖縫

合法が困難な場合には、非吸収糸にて作製したメッシュ

を用いて整復する本法が有効であると考える。
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